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対象小中学生 2,351人
小4 : 375人 小5 : 391人
小6 : 394人　中1 : 389人
中2 : 395人　中3 : 407人

(R1.6.30時点)
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　塩竈市魚市場の近くにある赤い橋が架かって
いる島を知っていますか？今回は、文化庁の
「日本遺産」や国の名勝「おくのほそ道風景地」
に指定されている籬が島を紹介します。
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ちゅうに ぶ そと あそ かつどう

　６月１日㈯、２日㈰に「第64回塩竈市中学校総合体育大会」が開催され、中学生たちの
熱い戦いが繰り広げられました。その戦いを勝ち抜いたチームの一つに塩竈市立第二中
学校サッカー部があります。今回は二中サッカー部の皆さんが行っている「外遊び活動」
を紹介します。
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先輩から受け継いだ「外遊び活動」
　「外遊び活動」は、毎月第２、第４㈫に、杉の入小学校校庭で行われ
ています。部員全員が、朝練の時間を活用し、小学生と一緒にドッジボ
ールや、キックベースをして遊んでいます。この活動は、約５年前から
始まり、先輩から受け継がれてきました。
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活動を続けてきて…
　小学生の皆さんと遊ぶときは、みんなで楽しめることと、ケガをしないこ
とに気を付けています。手加減をすると負けてしまうので、本気で遊んでい
ます。「ありがとう」と言われたときは、活動をしてきてよかったなと思います。
　また、貴重な練習時間を活用しているので、時間を大切に使えるように意
識しています。サッカー部の練習では、みんなで練習を盛り上げて、楽しい
ときと厳しいときのメリハリをつけるように気を付けています。これからも
活動を続けて、サッカー部を知ってもらえたらうれしいです。
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夏休みは、地域の人と一緒にごはんを食べよう！
なつやす ち いき ひと いっ しょ た

「みんなでごはん～わんだーらんど～」
　藤倉児童館では、月２回「みんなでごはんの会」を開催しています。
　遊んだり、おしゃべりしたり、地域の皆さんと食事をしながら交
流することができます。小中学生の皆さんは、ゆっくり勉強できる
スペースがあるので、宿題もできます。
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次回開催予定
じ かい かい さい よ てい

と　き　７月26日㈮、８月９日㈮、
　　　　８月23日㈮　17:30～20:00
ところ　藤倉児童館（藤倉２-２-12）
料　金　子ども100円、大人200円
備　考　開催日の一週間前までに申し込み
　　　　が必要です
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　塩釜湾は100年ほど前から大きな開発が進められ、近代的な港が整備され
ました。現在、塩釜湾には籬が島をはじめいくつかの島が残るのみとなって
います。籬が島は、開発が進む前の風景を残す貴重な島です。夏休みは、昔
の人たちが和歌に詠んだ籬が島に行ってみましょう。
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　左の絵は江戸時代の塩竈が描かれて
います。塩釜湾内には大小たくさんの
島がありました。
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　籬が島は、1000年以上前の平安時代から、和歌を詠むときの「歌枕」として盛んに使われ
てきました。歌枕とは、和歌の題材として取り上げられた名所や旧跡のことです。
　江戸時代に活躍した松尾芭蕉は、東北地方の歌枕を巡る旅をしました。旅の様子や各地で
詠んだ俳句をまとめた「おくのほそ道」には、籬が島を見たときの感動が記されています。
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　曲がった木を上手に使って鹽竈神社を建てたとされる曲木明神という神様がこの島にまつられています。そこから
曲木と名付けられ、後に「籬」の字が当てられるようになりました。島にある籬神社では今も神事が行われています。
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▲「塩竈松島図屏風(右隻)」福岡市美術館蔵
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問 藤倉児童館☎366-3003
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副部長 部長

こんなに昔から
有名だったんだね！

右から４枚目、
中央に描かれている
島が、籬が島だよ。
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と　き　㈯、㈰、㈷ ８:00～16:00

まくら

しおがまっ子通信しおがまっ子通信
つうこ しん




